
第２期 中間損益計算書（総括） 
（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日） 

                               （単位：百万円） 

科  目 金  額 

経 常 収 益  ３６８，９０８

資金運用収益 ２６７，６９４

役務取引等収益 ５，９５５

保険引受収益 ７５，１１３

その他業務収益 ０

政府補給金収入 １９，４９０

その他経常収益 ６５３

経 常 費 用 ９４６，７８０

資金調達費用 １５８，４５７

役務取引等費用        ４，９２６

保険引受費用 ５９７，２０７

その他業務費用 ５，７２９

営業経費 ６６，４６１

その他経常費用 １１３，９９８

経 常 利 益（又は損失） ▲５７７，８７１

特 別 利 益 １，７０７

特 別 損 失 １３２

中間純利益（又は損失） ▲５７６，２９６

 

第２期中間期 中間貸借対照表（総括） 

平成２１年９月３０日現在 

（単位：百万円） 

資産の部 負債及び純資産の部 

科  目 金  額 科  目 金  額 

現 金 預 け 金 ２，５８７，９５４ コ ー ル マ ネ ー ３５，５００

有 価 証 券 ２８５，３７９ 借 用 金 １９，３１７，８２１

貸 出 金 ２６，９４２，１３０ 短 期 社 債 ２９，９９７

そ の 他 資 産 ８８９，２０３ 社 債 ５，５８８，２１３

有 形 固 定 資 産 ２８３，４６２ 寄 託 金 ３６，７７５

無 形 固 定 資 産 １０，３１６ 保 険 契 約 準 備 金 １，２５４，８１７

支 払 承 諾 見 返 １，７５１，７６８ そ の 他 負 債 １１７，１７２

貸 倒 引 当 金 ▲４３４，６８１ 賞 与 引 当 金 ６，１４１

 役 員 賞 与 引 当 金 ３０

 退 職 給 付 引 当 金 ２０２，４１４

 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ４８

 補 償 損 失 引 当 金 ２２，０７２

 支 払 承 諾 １，７５１，７６８

 負 債 の 部 合 計 ２８，３６２，７７５

 資 本 金 ３，０３９，１０５

 資 本 剰 余 金 １，４５９，４０３

 利 益 剰 余 金 ▲６８５，８０４

 評価・換算差額等合計 １４０，０５３

 純 資 産 の 部 合 計 ３，９５２，７５７

資 産 の 部 合 計 ３２，３１５，５３２ 負債及び純資産の部合計 ３２，３１５，５３２

別添 
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第２期中間期 国民生活事業（国民一般向け業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日）  中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）          （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  ８２，０３３ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 ８１，６５０  現 金 預 け 金 ９，３９２ コ ー ル マ ネ ー ３５，５００

役務取引等収益 ４３  貸 出 金 ７，１４６，３９６ 借 用 金 ５，６６２，５４９

政府補給金収入 ０  そ の 他 資 産 １５，０１１ 社 債 １，１０９，２６７

その他経常収益 ３３９  有 形 固 定 資 産 １１５，３４０ そ の 他 負 債 １７，５８４

経 常 費 用 １１３，２１８ 無 形 固 定 資 産 ３，１５９ 賞 与 引 当 金 ３，５９０

資金調達費用 ３１，２８０  貸 倒 引 当 金 ▲１１５，８３０ 役員賞与引当金 ７

役務取引等費用 ５６６   退職給付引当金 １１９，８６２

その他業務費用 ６０   役員退職慰労引当金 １３

営業経費 ３５，５２４   負 債 の 部 合 計 ６，９４８，３７６

その他経常費用 ４５，７８６   資 本 金 ５６６，６３３

経常利益（又は損失） ▲３１，１８４  資 本 剰 余 金 １８１，５００

特 別 利 益 ４５  利 益 剰 余 金 ▲５２３，０３９

特 別 損 失 ９０  純資産の部合計 ２２５，０９３

中間純利益（又は損失） ▲３１，２２９ 資 産 の 部 合 計 ７，１７３，４７０ 負債及び純資産の部合計 ７，１７３，４７０

 

 

概 要 

 

１ 損益計算書の状況 

  平成２１年度中間期は、前期に引き続き政府の経済対策を受け、セーフティネット貸付等の実行に努めた結果、 

８２０億円の経常収益を計上した｡ 

  一方で、昨年度以降の金融経済環境の悪化による取引先小企業の厳しい業況を反映し、与信関係費用を４５７億

円計上したこと等により、１，１３２億円の経常費用を計上した｡ 

  この結果、特別損益を含めた中間純損失は３１２億円となった。 

   

２ 貸借対照表の状況 

  資産の部は、小企業の資金繰り支援・資金需要に的確に対応した結果、事業資金の貸出金残高が前期末に比べ 

２３５億円増加したが、季節的要因により教育資金貸付の貸出金残高が減少したこと等により、総貸出金残高は 

４４４億円の減少となった。 

  負債の部は、前期末に比べ借用金が９３７億円の減少、社債が１，２９９億円の減少となった。 

純資産の部は、出資金の受入１，０５１億円及び中間純損失３１２億円の計上により２，２５０億円となった。 
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第２期中間期 農林水産事業（農林水産業者向け業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日） 中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）          （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  ３８，３７１ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 ２９，１７１  現 金 預 け 金 １６，６５６ 借 用 金 ２，２２４，１２５

役務取引等収益 ０  有 価 証 券 ２，０３０ 社 債 １３９，９１１

政府補給金収入 ９，０９３  貸 出 金 ２，７０７，７７４ 寄 託 金 ３６，７７５

その他経常収益 １０５  そ の 他 資 産 ２９，０６９ そ の 他 負 債 ２８，３４３

経 常 費 用 ３９，１７１ 有 形 固 定 資 産 ４４，６０４ 賞 与 引 当 金 ６５３

資金調達費用 ２５，１４０  無 形 固 定 資 産 １，５９２ 役員賞与引当金 ７

役務取引等費用 ３，４６３  支 払 承 諾 見 返 １６２ 退職給付引当金 ２２，４４５

その他業務費用 １  貸 倒 引 当 金 ▲２１，２５６ 役員退職慰労引当金 １１

営業経費 ７，８０９  支 払 承 諾 １６２

その他経常費用 ２，７５６  負債の部合計 ２，４５２，４３６

経常利益（又は損失） ▲８００ 資 本 金 ３２５，４００

特 別 利 益 ８１３ 利 益 剰 余 金 ２，７９７

特 別 損 失 １２ 純資産の部合計 ３２８，１９７

中間純利益（又は損失） ０ 資 産 の 部 合 計 ２，７８０，６３３ 負債及び純資産の部合計 ２，７８０，６３３

 

概 要 

 

１ 損益計算書の状況 

平成２１年度中間期は、意欲ある農業者向けのスーパーＬ資金や農林漁業セーフティネット資金等の貸出に努

め、資金運用収益２９１億円（対前期▲２億円）を計上した。一方、資金調達費用２５１億円（対前期▲３４億

円）、与信関係費用（その他経常費用）２７億円（対前期＋１９億円）の計上等により、経常費用は３９１億円（対

前期▲１５億円）となった。特別損益を含め、これらの費用に係る所要の政策コストとして政府補給金収入９０

億円（対前期▲７億円）を計上し、この結果、中間純利益は０円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

資産の部は、農林水産業者の資金需要に的確に対応したものの、貸出金残高（２兆７，０７７億円）が前期末に

比べ１３４億円の減少となった。 

負債の部は、借用金（２兆２，２４１億円）が前期末に比べ３８６億円の減少となった。 

純資産の部は、出資金６億円を受入れたことから、３，２８１億円（対前期末＋６億円）となった。なお、利益

準備金（利益剰余金）２７億円は、旧農林漁業金融公庫から承継した不動産の評価益等により生じたものである。 
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第２期中間期 中小企業事業（中小企業者向け融資・証券化支援保証業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日）  中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）         （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  ６５，５３７ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 ５４，９４７  現 金 預 け 金 ３６，０３４ 借 用 金 ３，３０８，６５８

役務取引等収益 １０９  有 価 証 券 ７，０３４ 社 債 ２，１３２，９２１

その他業務収益 ０  貸 出 金 ５，８５３，３６９ そ の 他 負 債 １７，３１０

政府補給金収入 １０，２９２  そ の 他 資 産 ６，５６４ 賞 与 引 当 金 １，１３６

その他経常収益 １８６  有 形 固 定 資 産 ６２，６３０ 役員賞与引当金 ６

経 常 費 用 ８１，２７４ 無 形 固 定 資 産 ２，６２８ 退職給付引当金 ３９，６７４

資金調達費用 ２９，１９７  支 払 承 諾 見 返 ２６，７２４ 役員退職慰労引当金 ８

役務取引等費用 １１７  貸 倒 引 当 金 ▲１６６，６３８ 支 払 承 諾 ２６，７２４

その他業務費用 ５８３  負 債 の 部 合 計 ５，５２６，４３９

営業経費 １２，８５４  資 本 金 ６５９，８８５

その他経常費用 ３８，５２１  利 益 剰 余 金 ▲３５７，９７７

経常利益（又は損失） ▲１５，７３６ 純資産の部合計 ３０１，９０７

特 別 利 益 ２６ 資 産 の 部 合 計 ５，８２８，３４７ 負債及び純資産の部合計 ５，８２８，３４７

特 別 損 失 ２５    

中間純利益（又は損失） ▲１５，７３５   

 

概 要 

 

１ 損益計算書の状況 

平成２１年度中間期は、経済危機対策等を受け、セーフティネット貸付等の実行に注力した結果、資金運用収

益５４９億円の計上等により経常収益は６５５億円となった。一方、貸出金残高の増加等により貸倒引当金繰入額

が３５９億円となったこと等から経常費用は８１２億円となった。 

この結果、特別損益を含めた中間純損失は１５７億円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

貸出金は、経済危機対策等の実施に伴うセーフティネット貸付の増加もあって、前期末に比べ４，３３５億円

増加した。 

純資産は、中間純損失１５７億円を計上したが、出資金８５４億円を受け入れたことから３，０１９億円とな

った。 
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第２期中間期 中小企業事業（中小企業者向け証券化支援買取業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日）  中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）        （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  ２３３ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 ２０４  現 金 預 け 金 １，５８４ 社 債 ２，３９９

役務取引等収益 １６  有 価 証 券 ２４，３５３ そ の 他 負 債 １３

その他経常収益 １２  そ の 他 資 産 ２９ 賞 与 引 当 金 ２

経 常 費 用 ７２９ 無 形 固 定 資 産 ６ 役 員 賞 与 引 当 金 ０

資金調達費用 １３  貸 倒 引 当 金 ▲４０ 退 職 給 付 引 当 金 ３９

役務取引等費用 １４   役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ０

その他業務費用 ５９６   負 債 の 部 合 計 ２，４５４

営業経費 ３７  資 本 金 ２４，４７６

その他経常費用 ６７  利 益 剰 余 金 ▲９９８

経常利益（又は損失） ▲４９６ 純 資 産 の 部 合 計 ２３，４７７

特 別 利 益 ２３６ 資 産 の 部 合 計 ２５，９３２ 負債及び純資産の部合計 ２５，９３２

中間純利益（又は損失） ▲２６０     

    

 

 

 

概 要 

 

 

１ 損益計算書の状況 

  平成２１年度中間期は、世界的な金融危機に起因する証券化市場の混乱等が続き、新規案件組成に至らなかっ

たことに加え、資産内容の劣化に伴う有価証券の償却を６億円計上したことから中間純損失は２億円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

純資産は、中間純損失２億円を計上したことから２３４億円となった。 

 

 5



第２期中間期 中小企業事業（信用保険等業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年 4 月１日 至 平成２１年 9 月３0 日） 中間貸借対照表（平成２１年 9 月 30 日現在）          （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益 ７６，７１２ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 １，５５１  現 金 預 け 金 １，９８６，１９３ 保 険 契 約 準 備 金 １，２５４，８１７

保険引受収益 ７５，１１３  そ の 他 資 産 ７，０６２ そ の 他 負 債 １，７６４

その他経常収益 ４７  有 形 固 定 資 産 ２２，８２７ 賞 与 引 当 金 ２０８

経 常 費 用 ６０３，３７８ 無 形 固 定 資 産 ５４８ 役 員 賞 与 引 当 金 １

保険引受費用 ５９７，２０７   退 職 給 付 引 当 金 ８，５９８

営業経費 ２，３４９   役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ３

その他経常費用 ３，８２２   負 債 の 部 合 計 １，２６５，３９４

経常利益（又は損失） ▲５２６，６６６  資 本 剰 余 金 １，２７７，９０３

特 別 利 益 ０ 利 益 剰 余 金 ▲５２６，６６６

特 別 損 失 ０  純 資 産 の 部 合 計 ７５１，２３７

中間純利益（又は損失） ▲５２６，６６６ 資 産 の 部 合 計 ２，０１６，６３１ 負債及び純資産の部合計 ２，０１６，６３１

 

 

概 要 

 

 

 

１ 損益計算書の状況 

緊急保証制度の実施に伴い多額の保険引受を行ったこと等により保険契約準備金繰入額が２，３７０億円となっ

たことに加え、景気悪化から信用保証協会の代位弁済が高水準で推移したことにより多額の保険金４，２９４億円

を計上していること等から、中間純損失は５，２６６億円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

保険契約準備金は、緊急保証制度の実施により多額の保険引受を行ったこと等により１兆２，５４８億円となっ

た。 

純資産は、中間純損失５，２６６億円を計上したが、出資金１兆１，０５９億円を受け入れたことから 

７，５１２億円となった。 
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第２期中間期 国際協力銀行（国際協力銀行業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日） 中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）         （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  ９４，２６６ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 ８８，８１２  現 金 預 け 金 ３２７，０８０ 借 用 金 ４，６８７，０１５

役務取引等収益 ５，２７７  有 価 証 券 ３２，０１０ 社 債 ２，２０３，７１３

その他経常収益 １７６   貸 出 金 ７，７６９，１２７ そ の 他 負 債 ４７，９４９

経 常 費 用 ７７，６６０ そ の 他 資 産 ８３０，５６８ 賞 与 引 当 金 ５４２

資金調達費用 ６１，６２４  有 形 固 定 資 産 ３８，０５９ 役 員 賞 与 引 当 金 ８

役務取引等費用 ３８５  無 形 固 定 資 産 ２，３０１ 退 職 給 付 引 当 金 １１，６２６

その他業務費用 ４，４８２  支 払 承 諾 見 返 １，７２４，８８０ 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 １１

営業経費 ８，０１１  貸 倒 引 当 金 ▲１２９，５２８ 支 払 承 諾 １，７２４，８８０

その他経常費用 ３，１５７   負 債 の 部 合 計 ８，６７５，７４７

経常利益 １６，６０５  資 本 金 １，０３５，５００

特 別 利 益 ５８６ 利 益 剰 余 金 ７４３，１９９

特 別 損 失 ３ 評価・換算差額等合計 １４０，０５３

中間純利益 １７，１８８ 純 資 産 の 部 合 計 １，９１８，７５２

  資 産 の 部 合 計 １０，５９４，５００ 負債及び純資産の部合計 １０，５９４，５００

 

 

概 要 

 

１ 損益計算書の状況 

平成 21 年度中間期の損益状況は、世界的な金融危機への対応や、資源及びインフラ案件の大型化及び支援の拡大

等を主な要因として、貸出金利息等の資金運用収益 888 億円等を計上した結果、経常収益は 942 億円となった。一

方、借用金利息等の資金調達費用 616 億円等を計上した結果、経常費用は 776 億円となった。結果、経常利益は 166

億円となり、特別損益計上の結果、中間純利益は 171 億円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

上記を主な要因として、貸出金（7兆 7,691 億円、前期末より 5,260 億円の増）、支払承諾見返 

（1 兆 7,248 億円、同 745 億円の増）等が増加した結果、平成 21 年度中間期の総資産額は 10 兆 5,945 億円となっ

ている。一方、借用金（4 兆 6,870 億円、前期末より 6,671 億円の増）の増加等により、負債合計は 8 兆 6,757 億

円となっている。純資産合計は、中間純利益 171 億円の計上等の結果、1兆 9,187 億円となっている。 
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第２期中間期 危機対応円滑化業務（危機対応円滑化業務勘定） 

 

 

中間損益計算書（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年９月３０日）   中間貸借対照表（平成２１年９月３０日現在）         （単位：百万円） 

科  目 金  額 資産の部 負債及び純資産の部 

経 常 収 益  １１，９６９ 科  目 金  額 科  目 金  額 

資金運用収益 １１，３５６  現 金 預 け 金 ２１１，０１２ 借 用 金 ３，４３５，４７４

役務取引等収益 ５０８  有 価 証 券 ２１９，９４９ 短 期 社 債 ２９，９９７

政府補給金収入 １０４  貸 出 金 ３，４６５，４６２ そ の 他 負 債 ４，３３４

その他経常収益 ０  そ の 他 資 産 １，０２５ 賞 与 引 当 金 ７

経 常 費 用 ３１，５６２ 無 形 固 定 資 産 ７９ 役 員 賞 与 引 当 金 ０

資金調達費用 １１，２０２  貸 倒 引 当 金 ▲１，３８６ 退 職 給 付 引 当 金 １６７

役務取引等費用 ３７８   役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ０

その他業務費用 ５   補 償 損 失 引 当 金 ２２，０７２

営業経費 ８９   負 債 の 部 合 計 ３，４９２，０５３

その他経常費用 １９，８８６   資 本 金 ４２７，２１１

経常利益（又は損失） ▲１９，５９３  利 益 剰 余 金 ▲２３，１２０

中間純利益（又は損失） ▲１９，５９３  純 資 産 の 部 合 計 ４０４,０９０

   資 産 の 部 合 計 ３，８９６，１４４ 負債及び純資産の部合計 ３，８９６，１４４

 

 

概 要 

 

１ 損益計算書の状況 

平成２１年度中間期は、「国際的な金融秩序の混乱に関する事案」等への取り組みとして、指定金融機関への貸付

け及び指定金融機関が行う貸付け等に係る損害担保引受に努めた結果、１１９億円の経常収益を計上した。 

  一方で、損害担保引受等（出資を含む）への与信関係費用を１９８億円計上したこと等により、３１５億円の経

常費用を計上した。 

この結果、中間純損失は１９５億円となった。 

 

２ 貸借対照表の状況 

  指定金融機関に対する貸出金３兆４,６５４億円が資産の大部分を占め、相応の資金を借用金、短期社債により調

達した。 

純資産の部は、出資金の受入３，９５６億円及び中間純損失１９５億円の計上により４，０４０億円となった。 

 

 


